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北
海
道
の
鉄
道
の
歴
史
は
、
幌
内
炭
鉱
（
現

在
の
三
笠
市
）
の
石
炭
を
搬
出
す
る
た
め
に
建

設
さ
れ
た
官
営
幌
内
鉄
道
の
開
通
で
幕
を
開
け

た
。

　

明
治
13
年
、
手
宮
（
小
樽
）｜
札
幌
間
が
全

国
で
３
番
目
の
鉄
道
と
し
て
部
分
開
業
し
、
ア

メ
リ
カ
生
ま
れ
の
蒸
気
機
関
車
「
義
経
号
」
と

「
弁
慶
号
」
が
北
海
道
の
大
地
を
駆
け
抜
け
た
。

　

石
炭
の
積
み
出
し
経
路
は
、
小
樽
か
ら
搬
出

す
る
案
と
、
室
蘭
か
ら
搬
出
す
る
案
が
あ
っ
た
。

室
蘭
で
は
、
札
幌
と
函
館
を
結
ぶ
札
幌
本
道
の

工
事
も
終
わ
り
、
港
も
す
で
に
開
か
れ
て
い
た

た
め
、開
拓
使
顧
問
の
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
も
、

札
幌
本
道
と
と
も
に
幌
内
｜
室
蘭
間
を
結
ぶ
鉄

道
を
敷
設
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
し
か

し
、
開
拓
使
の
財
政
難
か
ら
、
敷
設
距
離
の
短

い
小
樽
へ
の
鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
室
蘭
を
経
由
し
て
い
た
人
や
物
資
が

次
第
に
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
室
蘭
は
不
況
に

陥
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
、
札
幌
通
り

沿
線
の
市
街
地
の
半
分
近
く
が
空
き
家
に
な
っ

た
と
い
う
。

　

こ
の
状
況
を
何
と
か
変
え
よ
う
と
立
ち
上
が

っ
た
の
が
、
血
気
盛
ん
な
地
元
の
商
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
札
幌
本
道
の

工
事
の
た
め
山
形
か
ら
室
蘭
に
渡
り
、
工
事
が

終
わ
る
と
旅
館
業
を
営
ん
で
い
た
本
多 

新
で

あ
る
。
本
多
は
の
ち
に
、
室
蘭
港
の
埋
め
立
て

事
業
や
常
盤
学
校
の
設
立
に
関
わ
る
な
ど
、
市

民
運
動
家
と
し
て
、
室
蘭
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
く
人
物
で
あ
る
。「
札
幌
｜

室
蘭
間
鉄
道
架
設
の
建
議
書
」
を
政
府
に
提
出

し
、
室
蘭
鉄
道
生
み
の
親
と
な
る
堀 

基
ら
に

協
力
を
求
め
る
な
ど
、
熱
心
な
運
動
を
続
け
た
。

し
か
し
、
当
時
す
で
に
官
営
炭
鉱
の
経
営
は
行

き
詰
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
鉄
道
の
建
設
が
実

現
す
る
見
通
し
は
立
た
な
か
っ
た
。

　

開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
、
北
海
道
庁
が
置
か
れ

て
間
も
な
い
明
治
22
年
、
幌
内
｜
手
宮
間
を
結

ぶ
幌
内
鉄
道
と
幌
内
炭
鉱
は
、
北
海
道
炭
砿
鉄

道
会
社
（
以
下
、
北
炭
）
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

北
炭
は
、
夕
張
や
歌
志
内
な
ど
の
炭
鉱
開
発
に

も
乗
り
出
し
、
石
炭
の
増
産
を
目
指
し
た
。
石

ほ
り
も
と
い

ほ
ん
だ　
あ
ら
た

北
海
道
の
開
拓
と

　
　
　
　
鉄
道
の
始
ま
り

悲
願
の
鉄
道
開
通 蒸気機関車「義経号」

室蘭 鉄道120年の軌跡室蘭 鉄道120年の軌跡
特集

測量山を背に室蘭駅を出発するD51（昭和47年）測量山を背に室蘭駅を出発するD51（昭和47年）

石炭の積み出し港として発展してきた室蘭。
その原動力になっていたSLが37年の時を経て、
再び室蘭の地を駆け抜けます。
室蘭本線の開業から120年、
室蘭の鉄道開通の歴史からこれまでを振り返ります。
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炭
の
積
み
出
し
に
は
、
小
樽
だ
け
で
な
く
室
蘭

も
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
幌
内
線
と
つ
な
が

る
室
蘭
線
、
さ
ら
に
は
空
知
線
の
新
設
が
決
定

し
た
。
室
蘭
線
は
、
イ
ト
ツ
ケ
レ
ッ
プ
（
現
在

の
御
崎
町
）
か
ら
、
輪
西
の
屯
田
兵
村
を
通
り
、

岩
見
沢
に
達
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
工
事
に
は
、

す
で
に
入
植
し
て
い
た
屯
田
兵
を
は
じ
め
多
く

の
労
働
者
が
従
事
し
、
室
蘭
は
長
引
く
不
況
か

ら
除
々
に
抜
け
出
し
て
い
っ
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
住
民
の
鉄
道
建
設
運
動
、
そ

し
て
、
工
事
に
あ
た
っ
た
屯
田
兵
ら
の
努
力
が

実
を
結
び
、
今
か
ら
120
年
前
の
明
治
25
年
、
つ

い
に
岩
見
沢
｜
室
蘭
間
を
結
ぶ
室
蘭
線
が
開
通
。

室
蘭
停
車
場
は
、
現
在
の
輪
西
駅
の
北
西
（
新

日
鐵
構
内
）
に
開
設
さ
れ
、
イ
ト
ツ
ケ
レ
ッ
プ

に
は
貨
物
専
用
駅
と
石
炭
積
出
用
の
木
造
仮
桟

橋
が
設
置
さ
れ
た
。
旅
客
輸
送
が
中
心
で
あ
る

本
州
の
鉄
道
に
比
べ
、
石
炭
の
輸
送
が
主
と
な

る
特
殊
な
鉄
道
で
「
義
経
号
」
を
ひ
と
回
り
大

型
に
し
た
六
輪
連
結
テ
ン
ダ
型
機
関
車
が
駆
け

抜
け
た
。
こ
の
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
、
北
海
道

の
鉄
道
輸
送
は
急
速
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
26
年
、
日
本
郵
船
会
社
の
青

森
｜
函
館
間
定
期
航
路
が
室
蘭
ま
で

延
長
さ
れ
、
の
ち
の
東
北
本
線
と
な

る
日
本
鉄
道
会
社
線
と
つ
な
が
り
、

上
野
か
ら
札
幌
ま
で
の
ル
ー
ト
が
出

来
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
上
野
か
ら

札
幌
へ
向
か
う
に
は
、
室
蘭
停
車
場

が
輪
西
に
あ
っ
た
た
め
、
定
期
船
か

ら
鉄
道
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
極
め
て
不

便
で
あ
っ
た
。
定
期
船
利
用
者
は
、

夕
方
に
室
蘭
港
へ
到
着
し
、
一
度
、

上
陸
し
た
後
、
馬
車
や
艀（
は
し

け
）
と
呼
ば
れ
る
船
舶
を
利
用
し
て

輪
西
に
向
か
い
、
停
車
場
付
近
で
一

泊
し
た
後
、
翌
朝
の
列
車
に
乗
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
鉄
道
開
業
時
に
母
恋
一

帯
が
海
軍
用
地
で
、
軍
港
に
も
指
定

さ
れ
て
お
り
、
輪
西
か
ら
先
の
鉄
道

敷
設
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

室
蘭
の
港
と
町
の
発
展
の
た
め
に
は
鉄
道
の
延

長
が
不
可
欠
で
あ
る
と
、
本
多
新
を
は
じ
め
住

民
た
ち
は
、
室
蘭
港
の
商
港
化
と
鉄
道
延
長
の

要
望
を
続
け
た
。
軍
港
の
指
定
解
除
に
先
立
ち
、

室
蘭
港
は
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
る
が
、
以

来
、
北
炭
は
、
室
蘭
を
外
国
向
け
石
炭
の
輸
出

港
、
小
樽
を
国
内
向
け
石
炭
供
給
地
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
室
蘭
港
は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂

げ
、
市
街
地
ま
で
の
鉄
道
延
長
が
許
可
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

鉄
道
延
長
工
事
で
は
、
母
恋
の
仏
坂
ト
ン
ネ

ル
で
工
事
が
難
航
し
た
が
、
明
治
30
年
、
住
民

が
待
ち
望
ん
で
い
た
市
街
地
ま
で
の
鉄
道
延
長

が
実
現
し
、
室
蘭
線
は
海
の
玄
関
口
に
よ
う
や

く
達
し
た
。
仏
坂
下
の
埋
め
立
て
地
に
室
蘭
停

車
場
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
従
来
の

停
車
場
は
輪
西
停
車
場
と
改
称
さ
れ
た
。
延
長

さ
れ
た
線
路
は
、
輪
西
停
車
場
を
出
る
と
間
も

な
く
、
海
中
の
堤
防
上
を
カ
ー
ブ
し
、
石
炭
専

用
線
と
交
差
し
た
。
現
在
も
旧
国
道
の
大
沢
町

付
近
の
カ
ー
ブ
は
、
通
称
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ー

ブ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
レ
ー
ル
の
交
差
す
る

部
分
が
菱
形
、
ダ
イ
ヤ
の
形
に
見
え
た
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。

　

こ
の
鉄
道
延
長
工
事
に
先
立
ち
、
当
時
は
海

だ
っ
た
旧
千
歳
町
か
ら
海
岸
町
に
ま
で
至
る
海

面
の
埋
め
立
て
が
進
め
ら
れ
、
明
治
33
年
に
は

室
蘭
の
人
口
も
５
万
人
を
数
え
た
。
埋
め
立
て

の
完
成
に
伴
い
、
明
治
36
年
、
現
在
の
入
江
臨

海
ビ
ル
付
近
に
貨
物
専
用
駅
が
新
設
さ
れ
、
船

舶
と
の
連
絡
が
さ
ら
に
便
利
に
な
っ
た
。
交
通

が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
室
蘭
線
の
貨
物
輸

送
や
旅
客
数
は
増
し
、
旅
館
や
運
輸
業
者
、
問

屋
、
小
売
業
、
食
堂
な
ど
が
次
々
と
開
業
し
、

活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

市
街
地
ま
で
の
鉄
道
延
長

今はない蛇島を利用して造られた
イトツケレップの木造仮桟橋
ここから石炭を積み出した

現在の御崎町付近。埋め立てされる前は、海中の堤防上に
線路が敷かれていた

岩盤質の山を掘削し、難航した仏坂の
トンネル工事

明治30年、仏坂下に開設した室蘭停車場
ついに市街地まで鉄道が延長された
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日
露
戦
争
後
、
国
は
全
国
の
鉄
道
の
運
営
を

一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
軍
事
輸
送
の
効
率
化

を
進
め
た
。
明
治
39
年
、
北
炭
の
保
有
す
る
鉄

道
は
全
国
で
最
も
早
く
国
有
化
さ
れ
た
。

　

北
炭
の
鉄
道
建
設
費
が
約
１
千
200
万
円
だ
っ

た
の
に
対
し
、
買
収
価
格
は
約
３
千
万
円（
現

在
の
金
額
に
換
算
す
る
と
約
300
億
円
）で
あ
っ
た
。

北
炭
は
北
海
道
炭
砿
汽
船
会
社
と
社
名
を
変
え
、

本
社
を
室
蘭
に
移
転
。
鉄
道
の
国
有
化
後
、
そ

れ
に
よ
っ
て
得
た
大
き
な
利
益
を
資
金
と
し
て

日
本
製
鋼
所
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
輪
西
に

製
鉄
場
を
設
け
た
。
「
鉄
の
ま
ち
」
と
し
て
の

歴
史
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
社
名
に
も
あ
る
よ
う
に
、
汽
船
を

購
入
し
て
炭
山
か
ら
道
外
へ
至
る
搬
出
ル
ー
ト

を
一
手
に
握
る
大
企
業
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

そ
の
頃
、
鉄
道
院
の
石
炭
高
架
桟
橋
が
茶
津
岬

に
完
成
。
巨
大
な
船
も
係
留
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
石
炭
の
積
み
出
し
量
は
年
々
増
加

し
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
仏
坂
下
に
開
業
し
た
室
蘭
停
車
場
は
、

２
度
の
移
転
後
、
明
治
45
年
に
現
在
の
旧
室
蘭

駅
舎
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
。
現
存
す
る
北
海

道
内
の
駅
舎
の
中
で
は
、
最
古
の
木
造
建
築
物

で
あ
る
。
札
幌
時
計
台
と
同
じ
く
、
屋
根
面
が

四
方
に
傾
斜
す
る
寄
棟
造
り
で
、
白
漆
喰
の
壁

と
木
造
部
分
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
完

成
か
ら
100
年
を
迎
え
た
今
な
お
、
明
治
の
洋
風

建
築
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
終
着
駅
と
し
て

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
旧
室
蘭
駅
舎
は
、
平
成
９

年
、
市
街
地
に
近
い
現
在
の
位
置
に
４
代
目
の

駅
舎
が
開
業
し
た
た
め
、
現
在
は
観
光
案
内
所

や
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

室
蘭
線
開
通
後
の
明
治
37
年
、
函
館
｜
小
樽

（
当
時
高
島
）
間
の
函
館
線
が
全
線
開
通
。
翌

年
に
は
、
小
樽
｜
南
小
樽
間
の
開
業
に
よ
っ
て
、

函
館
｜
旭
川
間
が
全
線
開
通
と
な
っ
た
。
一
方
、

勾
配
の
あ
る
函
館
線
に
代
わ
る
バ
イ
パ
ス
と
し

て
、
さ
ら
に
は
、
倶
知
安
付
近
の
鉱
山
か
ら
産

出
さ
れ
る
鉄
鉱
石
を
室
蘭
の
製
鉄
所
へ
輸
送
す

る
目
的
か
ら
、
輪
西
駅
と
長
万
部
駅
と
を
結
ぶ

長
輪
線
を
開
通
さ
せ
、
室
蘭
線
と
函
館
本
線
と

を
連
結
す
る
計
画
が
持
ち
あ
が
っ
た
。

　

函
館
と
室
蘭
が
連
携
し
て
実
現
運
動
に
乗
り

出
し
た
こ
と
が
大
き
な
力
と
な
り
、
長
万
部
、

東
室
蘭
両
側
か
ら
長
輪
西
線
、
長
輪
東
線
と
し

て
建
設
が
進
め
ら
れ
、
大
正
14
年
に
輪
西
｜
伊

達
紋
別
間
が
部
分
開
通
。
こ
れ
に
よ
り
、
室
蘭

と
胆
振
西
部
の
交
通
事
情
は
一
変
し
、
地
域
の

人
や
物
の
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

と
な
っ
た
。
長
万
部
｜
静
狩
間
も
既
に
開
業
し

て
い
た
が
、
静
狩
峠
越
え
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は

難
工
事
が
続
出
。
関
東
大
震
災
や
第
一
次
世
界

大
戦
の
影
響
も
あ
り
、
完
成
ま
で
何
度
も
遅
延

し
た
が
、
昭
和
３
年
、
つ
い
に
長
万
部
と
輪
西

を
結
ぶ
長
輪
線
は
全
線
開
通
と
な
っ
た
。
室
蘭

本
線
と
改
称
さ
れ
た
現
在
で
も
、
北
海
道
の
最

重
要
幹
線
を
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
室
蘭
線
と
長
輪
線
の
分
岐
の
た
め
、

輪
西
停
車
場
は
、
長
輪
東
線
が
部
分
開
通
し
た

大
正
14
年
に
東
町
に
移
転
、
東
輪
西
停
車
場
と

改
称
す
る
と
と
も
に
、
一
旦
駅
が
な
く
な
っ
た

輪
西
地
区
に
は
、
昭
和
９
年
に
現
在
の
輪
西
駅

が
開
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
東
輪
西
」
と
い
う

名
称
は
、
「
ひ
が
し
わ
に
し
（
東
は
西
）
」
と

鉄
道
の
国
有
化
と

　
　
駅
舎
の
移
り
変
わ
り

長
輪
線
の
開
通

現在の旧室蘭駅舎

平成 11 年
　国の有形文化財に登録
平成 22 年
　ＪＲ北海道の準鉄道記念物に指定

屋根は、四方に傾斜する
寄棟造りで、札幌時計台
と同じ造り

三角屋根が、６カ所（前後各
２カ所、左右1カ所）あります。

外壁は白漆喰

「がんぎ」と呼ばれる
ひさしの下の通路

正面の車寄せの天井は、
花模様を中心に格子状の
浮き彫りを施してあります。

昭和９年の室蘭駅舎

夜間はライトアップされています。
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参考　茂呂瀾　室蘭地方史研究第42号
　　　（室蘭地方史研究会発行）

母恋周辺の
鉄道の変遷

もっと
学んでみたい人は民俗資料館 入館

無料
　入口前には、室蘭に鉄
道が敷かれた当時のレー
ルが展示されています。
このレールは東室蘭駅の
構内で発見されました。
車輪は北海道鉄道100周
年・室蘭本線電化記念の
際に国鉄から寄贈された
貨車の車輪です。常設展示として約1,000点の資料
が展示されており、室蘭の歴史と文化をさまざまな
視点から学ぶことができます。

《詳細》民俗資料館☎59‐4922

ドイツ・クルップ社
1890年製　22Ｋレール

聞
こ
え
る
た
め
か
、
３
年
余
り
で
「
東
室
蘭
」

と
改
称
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

長
輪
線
の
開
通
に
伴
い
、
本
輪
西
で
は
大
正

末
期
か
ら
７
万
坪
の
埋
め
立
て
と
同
時
に
近
代

ふ
頭
の
建
設
が
始
ま
り
、
昭
和
30
年
代
以
降
、

幌
萌
か
ら
陣
屋
、
崎
守
に
至
る
海
岸
で
も
工
業

用
地
や
公
共
ふ
頭
用
地
造
成
の
た
め
の
埋
め
立

て
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
海
水
浴

場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
陣
屋
海
岸
も
姿
を
消

し
、
最
寄
駅
だ
っ
た
陣
屋
駅
も
貨
物
専
用
駅
と

な
っ
た
。
陣
屋
か
ら
崎
守
埠
頭
ま
で
は
、
室
蘭

本
線
の
旧
路
線
を
使
用
し
た
貨
物
専
用
線
を
敷

設
し
た
。

　

現
在
、
北
海
道
に
も
新
た
な
レ
ー
ル
が
敷
か

れ
、
新
幹
線
が
走
ろ
う
と
し
て
い
る
。
石
炭
の

積
み
出
し
港
と
し
て
鉄
道
と
共
に
歩
ん
で
き
た

室
蘭
は
、
ふ
頭
ま
で
の
鉄
道
引
き
こ
み
設
備
が

整
っ
た
港
を
強
み
と
し
て
、
海
外
へ
の
鉄
道
車

両
の
輸
送
に
使
わ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
利
用
拡

大
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現在の海岸線

明治 40 年代の
海岸線

茶津岬

蛇島

木造仮桟橋

イトツケレップ

明治 30 年に新設の
室蘭停車場

明治 29 年鉄道延長のために
北炭が埋め立て

仏坂トンネル

現・日本製鋼所

（むろらん）
（ぼこい）

（
み
さ
き
）

茶
津
山

明治 5 年建設の
札幌本道

文 現・天沢小学校

明治 25 年開業当時の室蘭停車場。
鉄道を延長した明治 30 年に
輪西停車場と改称された。

海中の堤防上に
敷かれた線路

明治 30 年延長された
当時の鉄道

明治 25 年開業時の鉄道

現在の JR 駅

現在の鉄道

（わにし）

ふ
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満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
さ
ら
に
は
太
平

洋
戦
争
へ
と
戦
況
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
、
鉄

道
は
兵
員
、
軍
需
物
資
、
石
炭
な
ど
の
貨
物
輸

送
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
長
万
部―

岩

見
沢
間
と
東
室
蘭―

室
蘭
間
は
室
蘭
本
線
と
さ

れ
、
石
炭
の
緊
急
輸
送
幹
線
と
な
っ
た
。

　

石
炭
の
輸
送
量
が
増
加
し
、
一
本
の
列
車
で

一
度
に
３
千
ト
ン
を
け
ん
引
し
、
輸
送
で
き
る

列
車
が
登
場
。
日
本
で
初
め
て
本
格
的
に
製
造

さ
れ
た
「
ク
ン
ロ
ク
」
と
呼
ば
れ
た
Ｓ
Ｌ
９
６

０
０
型
で
あ
る
。
車
列
の
長
さ
は
640
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
当
時
、
日
本
一
の
長
さ
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
30
年
後
に
こ
の
記
録
を
破
っ
た
の
も
や

は
り
室
蘭
線
で
あ
っ
た
。
「
デ
ゴ
イ
チ
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
た
Ｄ
５
１
型
が
700
メ
ー
ト
ル
も

の
車
列
を
け
ん
引
。
９
６
０
０
型
の
870
馬
力
に

比
べ
て
、
Ｄ
５
１
型
は
、
１
千
280
馬
力
と
、
1.5

倍
の
パ
ワ
ー
を
み
せ
た
。
Ｄ
５
１
型
が
登
場
し

て
か
ら
も
、
９
６
０
０
型
は
石
炭
を
積
ん
だ
貨

車
を
組
み
替
え
す
る
た
め
に
機
関
区
内
な
ど
で

長
く
利
用
さ
れ
た
。

　

人
口
が
10
万
人
を
超
え
た
昭
和
32
年
、
室
蘭

駅
で
は
420
人
の
駅
員
が
働
き
、
１
日
平
均
２
万

８
千
人
も
の
乗
降
客
が
こ
の
駅
を
利
用
す
る
な

ど
、
全
国
で
も
屈
指
の
貨
物
取
扱
量
を
誇
る
マ

ン
モ
ス
駅
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
貨
物
取
扱
量

の
増
大
に
伴
い
、
港
湾
荷
役
取
扱
量
も
激
増
し

た
た
め
、
昭
和
31
年
か
ら
築
地
町
に
市
の
公
共

ふ
頭
（
西
１
号
〜
３
号
）
が
次
々
と
整
備
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
室
蘭
駅
か
ら
西
側
に
向
か

う
貨
物
専
用
線
路
が
敷
か
れ
、
西
室
蘭
駅
も
設

置
さ
れ
た
が
、
貨
物
取
扱
量
の
減
少
に
伴
い
、

鉄
道
の
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
61
年
に

は
廃
止
さ
れ
幻
の
駅
と
な
っ
た
。

 　
Ｓ
Ｌ
の
動
く
仕
組
み
は
、
石
炭
を
燃
や
し
、

そ
の
熱
で
ボ
イ
ラ
ー
の
水
を
沸
騰
。
そ
の
水
蒸

気
の
圧
力
で
シ
リ
ン
ダ
ー
内
の
ピ
ス
ト
ン
を
前

後
に
動
か
す
。
そ
し
て
、
ピ
ス
ト
ン
の
往
復
運

動
を
主
連
棒
・
連
結
棒
で
動
輪
に
伝
え
、
回
転

に
変
え
る
こ
と
で
走
行
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ピ
ス
ト
ン
を
動
か
す
蒸
気
は
、
一

度
押
し
た
だ
け
で
大
気
中
に
放
出
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
、
決
し
て
効
率
の
良
い
も
の
で
は
な
く
、

石
炭
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
わ
ず
か
数
パ
ー
セ

ン
ト
し
か
有
効
に
活
用
で
き
な
い
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
、
長
年
に
わ
た
り
、
形
を
変
え
な

が
ら
も
活
躍
を
続
け
た
Ｓ
Ｌ
。
「
石
炭
を
食
べ
、

水
を
飲
み
、
息
せ
き
切
っ
て
突
っ
走
る
」
な
ど

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
黒
一
色
の
車

体
で
、
ま
さ
に
生
き
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
煙

を
吐
き
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
走
る
姿
に
、

今
も
多
く
の
人
が
魅
了
さ
れ
て
い
る
。

 　
昭
和
50
年
12
月
14
日
、
日
本
で
最
後
の
Ｓ
Ｌ

が
け
ん
引
す
る
旅
客
列
車
「
さ
よ
な
ら
列
車
」

が
室
蘭
｜
岩
見
沢
間
を
走
っ
た
。
駅
や
沿
道
は

３
万
人
近
く
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
定
員
の

３
倍
に
あ
た
る
２
千
人
の
乗
客
を
乗
せ
て
出
発
。

地
球
81.8
周
の
走
行
記
録
を
持
つ
「
Ｃ
５
７―

１

３
５
」
は
室
蘭
駅
か
ら
最
後
の
走
行
を
ス
タ
ー

ト
。
一
七
五
〇
㎜
の
動
輪
に
細
身
の
ボ
イ
ラ
ー
、

長
い
煙
突
を
持
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
車
体
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
か
ら
は

「
貴
婦
人
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
機
関
車
は
、
現
在
、
さ
い

た
ま
市
の
鉄
道
博
物
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
北
海
道
を
は
じ

め
、
日
本
の
産
業
や
経
済
の
発
展
に

貢
献
し
て
き
た
Ｓ
Ｌ
は
、
こ
の
日
を

最
後
に
、
103
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
に
代
わ
っ
て
軽
油
を
燃
料
と
す
る
デ
ィ

ー
ゼ
ル
機
関
車
が
主
役
と
な
る
中
、
道
内
の
鉄

道
電
化
工
事
も
徐
々
に
進
め
ら
れ
た
。
小
樽―

旭
川
間
に
続
い
て
室
蘭―

札
幌
間
も
昭
和
55
年

に
電
化
が
完
成
し
、
室
蘭
線
初
の
電
車
、
特
急

「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」
が
静
か
に
走
り
出
し
た
。
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｌ
が
姿
を
消

し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
そ
し
て
電
車
へ
と
代
わ
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

石
炭
輸
送
と
Ｓ
Ｌ

愛
さ
れ
続
け
る
Ｓ
Ｌ

さ
よ
な
ら
Ｓ
Ｌ

日本一の長さを誇った３千トン列車

北海道内では初の鉄筋コンクリート
造りの扇形機関庫。ＳＬは止まって
いる間も冷えないように釜だきを続
けるため、周辺では、煙、騒音、振
動が絶えなかったという。
（現在の長﨑屋中央店前付近）

室蘭線初の電車、特急「ライラック」 昭和50年12月15日付室蘭民報
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S-205
D51560 通称「デゴイチ」

S-304

車 輌 編 成

今
も
残
る
Ｓ
Ｌ

みんなでＳＬみなと室蘭１４０周年号に手を振ろう

交通量の少ない夜間に大型トレーラーやクレーンな
どを使い、西３号埠頭から現在の位置まで運ばれま
した。（写真は青少年科学館前）

三笠鉄道村で今も活躍しています。客車をけん引す
るための改造が施され、運転体験も可能です。

会社の敷地内で保存されています。車輪が2つしかな
い珍しい車両で、旧国道や列車からも見える位置に
あります。

市民公募により愛称の
「白鳥号」で親しまれ
ています。 運転席も見学できます。

構内の石炭やコークスの
輸送に使われ、昭和61年
まで、2台のＳＬが現役
で活躍していました。

室蘭でもＳＬを長く保存し
たいと、昭和 50年に国鉄
から譲り受け、中庭の奥に
展示しています。

青少年科学館 ㈱テツゲン

室蘭 母恋 御崎 輪西 東室蘭 登別

上り 11：40着 11：01発

下り 12：04発 12：08発 12：14発 12：19発 14：58着12：24着、14：36発

11：23着、11：28発

列車の通過に
あわせて、沿線から
ＳＬに手を振りましょう

東室蘭駅ではSLの発着に合わせ、
自衛隊音楽隊による
吹奏楽演奏などを行います。

運転日 使用車両 Ｃ１１‐２０７号機＋客車４両5月19日（土）・20日（日）

●運転日は、各駅の周辺など、混雑が予想されます。住民の皆さ
んにはご迷惑をおかけしますが、ＳＬの運転にご理解とご協力
をお願いします。

●沿線にお住まいの方は、ＳＬの煙で洗濯物などが汚れる場合が
ありますので、外に干さないようご協力をお願いいたします。

●見学・写真撮影などで線路や他人の敷地に勝手に入ることや、
路上駐車はご遠慮ください。

●各駅の周辺には駐車場がありませんので、公共交通機関をご利
用ください。

お 願 い

旧室蘭駅舎 誕生100年祭

会場　旧室蘭駅舎 《詳細》観光課☎25‐3320

　旧室蘭駅舎にゆかりのある写真や記念品、
プラレールなどを展示します。

昭和５０年当時の運搬の様子

ＳＬの運行にあわせて、イベントを開催


